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《分類記号の学習メニューの使い方》 BUNRUI.exe 2022/4/30版

◇はじめに

このソフトは、分類記号付与の学習の為のアプリケーションです。分類作業の基礎や手
順、NDC（日本十進分類法）規則、チュートリアル等で構成されており、図書館担当の
初心者から、ある程度経験を積んだ方を利用対象者としています。
分類作業は、図書館業務の中でも困難な作業の一つです。困難にしている最大の原因は、

「付与する分類記号に明確な正解がない場合が多い」為です。図書館業務を長く続けてい
る方にはお分かり頂けると思いますが、「主題分析の客観性の問題」や「学校図書館に適
合した分類付与」などに起因すると考えます。

◆｛分類学習｝の起動

｛分類学習｝は、最初の起動で、デスクトップに「分類学習アイコン」を作成しますが、
アイコンが無い状態の場合は、セットアップドライブの「StudyBunrui\Bin]」フォルダ
ーにある、BUNRUI.exe をダブルクリックして起動します。

このソフトでは、次の図に示したように、４つのカテゴリーで学習を進めます。

「分類記号の学習」をSTSホームページから
ダウンロードして利用する場合は、「試用モー
ド」として動作します。試用モードでは、最初
の起動後、10日間はフル機能で動作しますが、
試用期間を過ぎると、「分類記号付与の学習」
メニューのみが利用できます。制限の無い通常
版は、USBメモリーで有償配布しますので、
ホームページから申し込んで下さい。

１．NDC分類規定の学習 このメニューでは、NDCの記述を中心に、分
類作業の基礎から、学校図書館に必要十分な知識
を学習します。STSホームページに公開した、「学
校図書館担当者の為の分類作業」の文書を、項目
毎に表示して学習を進めます。

２．分類記号付与のチュートリアル 基本問題・発展問題・各類の問題・補助表の
問題を選んで、ランダムに出題されます。問題の
ヒントや解答と解説が表示されます。

３．分類細目の検索 資料に付与された分類記号が、何を意味するか
を分析表示します。分類記号を分析することで、
分類作業の学習を進めます。

４．分類項目の検索 分類項目（資料の主題となる言葉など）を入力
して、どのような分類記号を付与すべきかを表示
します。NDCの「相関索引」としても利用でき
ます。
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◆学習の進め方

4つのメニューは、それぞれ上記に示したような目的をもって構成していますので、学
習したいことが明確な場合は、どのメニューから学習を始めても問題ありません。特に目
的や課題がない場合は、基本的には次のように学習するといいでしょう。

・「1.NDC分類規定の学習」の「基本事項」の説明を読み、説明途中に示される「例」
の分類記号が「なぜそうなるのか」を考えながら学習を進めます。必要に応じて、
「3.分類細目」で、例示された分類記号を分析することも、理解のヒントとなり
ます。また、説明の後に示された「練習問題」を解き、解答に示された内容と、
学習者の考えを比較することも重要です。（このとき、本書が示す解答が必ず正
解で、学習者が考えた答が間違いとは限らないことに注意して下さい。学習者の
答に、論理性・分類規定への適合性、そして一貫性があれば、その答も正解であ
る場合もあります。）

・「基本事項」の学習が終わったら、「2.分類記号付与のチュートリアル」の「基本
練習問題」を考えます。タイトルが出題されるので、「主題分析」「類の検討」「補
助表の提要」等を判断して、必要に応じて「1.NDC分類規定の学習」の説明を
参考にして学習を進めます。

・以降は、「1.NDC分類規定の学習」の「各類」について上記と同様の手順で学習
を進め、最後に「発展･注意事項」を学習します。

・「3.分類細目の検索」は、「確定した分類記号の意味が分からない時」（なぜこの
ような分類記号になるのか、分類合成の過程が不明」などの場合に使用するメニ
ューです。分類学習で、行き詰まった時の活用して下さい。

・「4.分類項目の検索」は、「学習」よりはむしろ「実務的」なメニューです。購入
した本に分類記号を付与する時、どのように分類すればよいか分からない時に活
用して下さい。

｛分類学習｝は、デスクトップ上に複数起動することが出来ます。（このアプリは、重
複起動を制限していません。） 例えば、3つの｛分類学習｝を起動して、それぞれ、「N
DC分類規定の学習」・「分類細目の検索」・「分類項目の検索」を表示させた状態で、「ND
C分類規定の学習」の学習を行うと、学習しながら、いつでも「分類細目」と「分類項目」
を参照できるようになります。（チュートリアルの学習でも同様です。）

↓3つの｛分類学習｝を起動

↑それぞれの窓で、異なるメニューを表示
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１．NDC分類規定の学習

◇学習する項目を選択

・基礎事項
初めて分類作業を行う
場合に必要な基礎事項
を学習します。

・発展･注意事項
分類作業の中でも、特
に注意が必要な事項に
ついて学習します。

・補助表
分類作業の共通項目に
ついて学習します。

・各類
０類から９類の内容に

ついて学習します。

◇選択した項目をさらに絞り込む

右上の ∨ をクリック
してリストを表示し、学習
する細項目を選んで下さい。

・学習する細項目を選ぶと、その情報の
ページが表示されます。

（情報の表示に、少し時間がかかる
場合があります。）

・PDFファイルの情報を表示する際、ページ
番号を指定する為、指定したページの先頭が表示されます。その為、選択した項目が、
必ずしも最初に表示される訳ではありません。目的の項目が表示されない場合は、画面
を下方にスクロールして下さい。
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◇項目情報の表示

画面表示の移動は、
ア.のスクロールバー
を使うか、イ.の操作
ボタンを使って行い
ます。

左から ・ファイルに保存
・印刷
・ページアップ
・ペーズダウン
・ページを指定して移動
・表示縮小
・表示拡大
・AdobeReaderのツールバーを表示

注意：上記画面は、WEBページの表示を「AdobeReader」に設定し
ている場合です。設定が異なると、表示状態が異なる場合があり
ます。

参考：このメニューで表示できる情報は、STSのホームページに掲載している「学校図書
館担当者の為の分類作業」の内容を、一部加筆・修正したものです。内容は、NDC
第10版に記載されている項目のかなりの部分をカバーしているので、NDC本体を準
備しなくても、ある程度詳細な分類付与が可能です。

２．分類記号付与のチュートリアル

チュートリアルは、次の手順で進めます。

①出題項目を選択する（補助表を選んだ時は、補助表の種類を指定します。）

②出題数を指定する

③出題する

④必要に応じて、選択した項目の説明を表示する

⑤ここで分類記号を考える（必要に応じてヒントを表示する）

⑥解答と解説を表示し、答合わせを行う
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◇チュートリアルの画面（出題の設定）

①と②の設定を行った後、③で出題し、必要に応じて④で説明文書を表示させます。
説明文書を参考にしながら、問題の解答を考えます。「あなたの答」欄は、考えた答
のメモ入力欄と思って下さい。答が分かりにくい場合は、⑤でヒントを表示し、さら
に考えて下さい。最後に、⑥で答合わせをします。

◇チュートリアルの画面（出題と解答） 注：画面は各類と補助表の場合



- 6 -

NDCの説明の表示画面 説明表示は、PDFファイルの閲覧画面で表示します。コンピ
ュータの設定により、AdobeReaderで表示されたり、Edgeな
どのWEBブラウザで表示されたりします。次の図は、AdobeR
eaderで表示された場合の操作を示したものです。

← サイドツール表示
をなくすには、Tools
をクリックして下さ
い。

↑ ツールバーの表示をな
くすには、フル画面ボタ
ンをクリックして下さい。

← 操作ボタンでページ表示を
操作します。
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ヒントと解答について

ヒント：出題された資料の内容の解説や、主題分析と分類項目の階層を示します。
また、補助分類適用の可能性や適用方法を示したり、間違いやすい点を説
明します。

解答： 校種別に適用可能な分類記号を示します。上の図の場合は次のとおり。

[小･中]010=図書館 、[中･高]012=図書館建築･設備

小学校は 010
中学校は 010 または 012（推奨）
高校は 012

注意：表示される解答が、必ずしも正解とは限りません。分類記号は、作業者の考
え方が反映されるので、正解が1つではない場合も多くあります。表示される
解答は、「解答例」と考えて下さい。

◇基本問題と発展問題 ※各類と補助表の画面は異なります。

基本練習問題と発展練習問題では、「出題は1問ずつ」、「ヒントや解答とは別に、
詳しい解説」が表示されます。
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３．分類細目の検索

◇分類項目の入力

ア欄に分類記号を入力してエンターキーを押すと、イ欄にリストが
表示されます。

◇表示されたリストから、分析対象のデータを選択

選択したデータの分類記号を分析した結果が表示されます。
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ウ．選択したデータの「分類記号」と「分類項目」

エ．選択したデータの、「一次区分の項目名」「二次区分の項目名」「三次区
分の項目名」（補助分類がある場合は補助分類の分類項目）

オ．選択したデータに、分類合成がある場合に、3つまでの合成式を表示し
ます。上図の例では、次のように示しています。

式1：900 + 1 → 910 言語区分の合成

式2：910 + 3 → 913 文学共通区分の合成

式3：913 + 65 → 913.65 時代区分の合成

本来は、900 + 1 + 3 + 65 → 913.65 という合成式ですが、一
度に合成式を示すと、説明が複雑になるので、式を個別の合成毎に分離
して示すことで、何を合成したか、その合成にはどんな注意が必要かが
分かりやすくなります。

カ．分類記号の「基本分類部分」を表示します。

キ．分類記号の「拡張部分」を表示します。拡張部分が、さらに分割できる
場合は、分割した分類を表示します。

ク．分類記号の、補助分類の種類と分類項目を表示します･

ケ．この分類記号を付与するにあたって、注意事項などがある場合に表示さ
れます。
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４．分類項目の検索

このメニューは、NDCの「相関索引」にあたる機能を提供します。収録用語は、一部
重複がありますが、54490件です。

ア．最初に分類項目を入力します。単一の言葉で入力しても、「／(スラッシュ)」
または「スペース」で区切って、複数の言葉で入力する事も出来ます。複数の言
葉で入力したときは、複合検索となります。

通常検索 入力した言葉が、収録語の一部にヒット（部分一致）すると
抽出して一覧に表示します。通常は、こちらで検索します。

完全一致 入力した言葉が、収録語と完全に一致する場合に、抽出して
一覧に表示します。

AND/OR検索 この設定は、複合検索の時に有効となり、1語で検索する場
合は、どちらに設定しても結果は同じです。複数の検索語に対
して、次の動作をします。

AND 全ての検索語と一致したデータのみを抽出しま
す。表示するデータは絞り込まれますので、検索
結果は少なくなります。

OR 複数の検索語のどれかと一致するデータを全て
抽出します。ANDに比べて、より多くの検索結
果が表示されます。

イ．検索結果の一覧を表示します。表示データのフォーマットは、次のとおりです。

番号/用語/用語よみ/一次区分名/二次区分名/分類記号/例題番号／番号
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一覧からデータを選択すると、そのデータの詳細を画面に右(ウ)に表示し
ます。

ウ．左のリストのデータを、項目毎に表示します。

エ．選択したデータに「例題番号」が含まれる場合は、その例題が表示されます。

ヒントの表示 例題のヒントのみを表示します。最初はヒント無
しで、難しい場合は、ヒントを表示させて分類記号
を考えて下さい。

ヒントと解答を表示 考えた分類記号を、答合わせする時にクリックし
ます。

注意：表示される解答が、必ずしも正解とは限りません。分類
記号は、作業者の考え方が反映されるので、正解が1つで
はない場合も多くあります。表示される解答は、「解答例」
と考えて下さい。

参考：検索語を入力する際は、「単語」で入力して下さい。文章で入力した場合、
単語の語尾部分もそのまま検索するので、収録語に一致する確率が低くなりま
す。

例 アメリカの歴史 「アメリカの歴史」で検索するので、ヒットしま
せん。

アメリカ／歴史 「アメリカ」と「歴史」で検索します。AND検
索の場合は、絞り込まれて「アメリカの歴史」に
近いデータがヒットします。
OR検索では、「アメリカ」でヒットするデータと、

「歴史」でヒットするデータの両方が表示され、ヒ
ットするデータは極端に多くなり目的の分類が探し
にくくなります。


